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研究成果の概要： 
 本研究の目的は，前頭連合野の主要な機能であるワーキングメモリや目的に向けた計画とい
う基礎研究で得られた知見を踏まえ，個人の能力や興味に合わせて自由に作成可能なリハビリ
テーション（以下，目的志向的遅延反応訓練）を開発することである．目的志向的遅延反応訓
練の効果検証の結果，認知，心理，日常生活行動など様々な側面での効果が明らかとなり，前
頭連合野の機能の改善に寄与することが示唆された．本研究によって，臨床場面でも簡便に使
用できる目的志向的遅延反応訓練を完成させることができ，内容は国内特許権として出願した． 
  
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 1,400,000 0 1,400,000 
2008年度 700,000 210,000 910,000 

年度    
年度    

  年度    
総 計 2,100,000 210,000 2,310,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：人間医工学・リハビリテーション科学・福祉工学 
キーワード：作業療法学，リハビリテーション，脳・神経，脳神経疾患 
 
１．研究開始当初の背景 

 
前頭連合野の特徴であるワーキングメモ

リ，目的志向性，適切な負荷で最も活動する

という基礎研究から得られた前頭連合野の

特徴を踏まえたリハビリテーションの方法

は開発されていなかった．しかし，脳卒中後

遺症や交通事故後の頭部外傷において，身体

面に加えて認知・情動機能の問題がしばしば

家庭・職場復帰の障害となり，さらに近年で

は，認知症の急増が社会問題となっている．

そこで，司令塔としての前頭連合野の活動を

適応的に促す必要が増しており（竹田他

2006），前頭連合野の機能に基づいたハビリ
テーションの開発は急務である． 
 
２．研究の目的 

 
 前頭連合野の主要な機能であるワーキン

グメモリや目的に向けた計画という基礎研

究で得られた知見を踏まえ，個人の能力や興

味に合わせて自由に作成可能な，簡便で，病
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院や家庭内でも利用しやすいリハビリテー

ション（以下，目的志向的遅延反応訓練）を

開発することである． 
（１）2007年度は，効率的で信頼性の高い課
題内容を確立すべく，遅延時間，暗算レベル，

興味など前頭連合野の機能に直結した項目

を検索項目とする「検索機能」を完成させる．

それによって効率的で信頼性の高い目的志

向的遅延反応課題を完成させる． 
（２）2008年度は，目的志向的遅延反応訓練
の効果を明らかにすることを目的とし，認知，

心理，日常生活行動など多面的に効果検証を

行う． 
 

３．研究の方法 

（１）効率的な訓練機器の開発 

 「検索機能」のコンピュータプログラムを

作成し，検索項目の難易度設定や利便性の検

証を，実際場面での試行結果をもとに行う．

特に，今まで困難を極めた膨大な課題の管理

が，迅速かつ適切に行われ，必要な場合に適

切に選択できるかを調査する．次に，病院，

老人保健施設で，前頭連合野の機能低下を示

す患者に対して検索システムを試行し，毎回

の訓練の中で，各患者の前頭連合野の機能レ

ベル（記憶能力，計画能力，暗算能力）に合

わせた訓練内容の素早い選定が可能か，また，

検者間の信頼性は保たれているかを検討し，

適宜修正を加える．これらを通じて，前頭連

合野の機能に直結した遅延時間，暗算レベル，

興味などを検索項目とする検索機能を備え

た，効率的で信頼性の高い目的志向的遅延反

応課題を完成させる． 
 

（２）効果検証 

 目的志向的遅延反応訓練を行うことでの

効果を明らかにするために，認知機能低下を

呈する患者を無作為に介入群と非介入群に

分け，介入群には，本訓練を週 2回，3ヶ月
間実施する．一方，非介入群では，検者との

定期的な面会は行うが，特別な介入を行わな

い． 
 認知・記憶評価として Mini-mental states 
examination（以下，MMSE），語の流暢性テス
ト，前頭葉機能検査（以下，FAB），数唱，Trail 
making test A, B（以下，TMT-A, TMT-B），三
宅式記銘力検査，日常生活評価として日常生

活動作能力評価尺度（以下，N-ADL 検査），
N 式老年者用精神状態尺度（以下，NM スケ

ール），心理面の評価として高齢者うつ尺度

（以下， GDS）， Philadelphia Geriatric 
Center（以下，PGC）を行う． 
 内容の選定では，例えば「料理が好きだが

献立が立てられなくなった」という症状には，

日常でよく料理するものを題材とすること

で，目的に向けて記憶や行動をどのように組

織化し，実行すべきかという実生活に密着し

た訓練をする．  
 

４．研究成果 

（１）効率的な訓練機器の開発 

 機能検証の結果，①作成した検索機能では，

検索項目ごとに課題を検索できることに加

え，患者の訓練履歴に応じてコンピュータが

自動的に訓練内容を選択し，患者の興味や現

在の能力に最適化した内容を瞬時に提示で

きる機能を実現した．さらに，②検索機能の

追加によって，興味・関心が明確でない場合

でも，提示されたキーワードの中から検索す

ることができ，患者の関心やニーズを引き出

し，行動を起こすきっかけとして効果的に寄

与できることが明らかになった．また，③膨

大な課題の管理が，迅速かつ適切に行われ，

必要な場合に瞬時にかつ適切に選択できる

ようになった． 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的提示】 

【予算提示】 

【記憶想起】 

【選択・暗算】 

【振り返り】 

 

 

  今回結果を基に次回
の課題がセットされる 

 
目的：カレーの材料 

予算 900円 

 

 

 

【数種類の目的を複  

  数回繰返して】 
   

   【本日の結果表示】 

図1：目的志向的遅延反応訓練 



 

 このように目的志向的遅延反応訓練を臨床

場面でも簡便に汎用できる効果的な訓練と

して完成させることができた．また，本内容

は国内特許権として出願した（題名：前頭連

合野リハビリテーションプログラムおよび

前頭連合野リハビリテーションシステム，発

明者：竹田里江，特願 2007-260201号，出願
日 2007.10.3）． 
 

（２）効果検証 

 本訓練の効果検証として，認知機能低下を

呈する患者 39名を，無作為に介入群（21名）
と非介入群（18名）に分け，介入群には，本
訓練を週 2 回，3 ヶ月間実施した．一方，非
介入群では，検者との定期的な面会は行った

が，特別な介入を行わなかった．介入 1ヶ月
前（pre1），介入直前（pre2），介入中（mid），
介入直後（post1），介入後 1 ヶ月（post2）
に評価を行った．  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その結果，①介入 1ヶ月前と介入直前では，
評価結果に有意差がなく，ベースラインの安

定が確認された．②介入中，介入直後では，

MMSE，語の流暢性，FABなど多くの点で改
善を認めた（図 2）．また，NMスケールや介
護者の情報から，日常生活における記憶や見

当識にも改善を示し，生活機能への般化が示

唆された．GDSからは心理面の改善も示唆さ
れた．③介入後 1ヶ月評価では，全般的な得
点の低下を認め，介入をしなくなった場合に，

機能が低下する可能性が示唆された． 
 これらのことから，本訓練の導入によって

認知，記憶，情動といった前頭連合野の機能

の改善が強く示唆された．しかし，今後，前

頭連合野のリハビリテーションとして確立

していくためには，課題実行中や課題の進行

に伴った脳活動を測定し，機能改善の背景と

なった神経基盤を検討していく必要がある

ことが分かった．これらに関して，今後，更

なる研究を継続していく予定である． 
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図2：目的志向的遅延反応訓練の効果検証 
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